
搾乳器具や搾乳場所の洗浄を行う際に、多量に発生する洗浄排水いわゆる酪農雑排水

は、牛乳などの汚濁物が含まれているため、適切な浄化処理が必要です。しかし、既存

の浄化処理装置は、設置コストが高く、きめ細かな維持管理技術を要するため、コスト

を抑え、容易に維持管理できる装置が求められています。

そこで、維持管理が簡単で適切な浄化処理ができる浄化装置の開発に取り組みました。
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水質汚濁防止法により、愛知県では、牛房面積が200㎡以上かつ１日の排水量が20m3

を超える酪農家には、BOD等の生活環境項目の排出規制が適用され、浄化処理が必要
となります。今後は、製品化に向けた検討を行い、県内酪農家への普及に向けて取り組

んでいきます。

成 果 の 内 容

開発の背景・ニーズ

愛知県農業への貢献

－汚泥が詰まらず維持管理が容易になりました－

独自に考案したスクリュー型接触材を常時回転させて、酪農雑排水を浄化します。こ

の装置による年間を通した浄化試験の結果、排水基準値を下回ることが確認されました。

また、このスクリュー型接触材により、過剰に付着し接触材から脱落した汚泥が、接

触材のスクリュー部分によって順次押し出されるため、装置内での詰まりが発生せず、

維持管理がさらに容易になりました。

浄化処理装置の概要

接触材に付着・増殖する活性汚泥

新しく考案したスクリュー型接触材


